
　11 月 14 日、はしかみグリーン ･ ツーリズ
ム協議会（土橋美智子会長）は、晴山沢加工施
設で、豆腐作り体験を行いました。町内外から
18 人が参加し、昔ながらの製法を体験。出来
たての豆乳や豆腐を味わいました。

主な話題

豆腐作りに挑戦

	 町民文化祭開催される ･･･････････････	2
	 除雪作業にご理解とご協力を ･････････	4
	 ふるさとはしかみ会が設立 ･･････････	16

（写真）煮えた豆をさらし袋でこし、おからと豆乳に
分ける作業 
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階
上
町
民
文
化
祭

　

十
月
三
十
日
、
三
十
一
日
の
二
日
間
、
ハ
ー
ト
フ
ル
プ

ラ
ザ
・
は
し
か
み
を
主
会
場
に
、
第
三
十
二
回
階
上
町
民

文
化
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
文
化
祭
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、
二
年
ぶ

り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
多
く
の
町
民
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
実
行
委
員
長
の
浜
谷
豊
美
町

長
が
「
町
民
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
作
り
上
げ
て
き
た
作

品
の
出
来
栄
え
と
、
収
穫
の
喜
び
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
、

味
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

会
場
に
は
、
町
民
に
よ
る
絵
画
や
手
づ
く
り
の
作
品
な

ど
が
多
数
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
幼
児
や
児
童
生
徒
、

愛
好
会
会
員
ら
が
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
、
あ
た
た

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
体
育
館
で
は
そ
ば
打

ち
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
バ
ザ
ー
、
実
演
販
売
な
ど
で
終
日
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

階
上
町
民
文
化
祭

咲かせよう学びの花
　つなげよう心と心

1. 道仏小学校による「おめでとうケーキ」。
30 の文字には電飾が施され、来場者
の目を楽しませた

2. 歴代村長・町長写真や、人口推移、広
報はしかみ、津波記録写真などで 30
年の町の歴史をふり返った記念展示。
会場内のあちこちに展示された

3. 歴史研究会による特別展「階上町の偉
人展」。太田広城など、町にゆかりのあ
る4人の作品や遺物を紹介

4.	30 周年を記念し行われた、第 1回町
長杯ソフトテニス大会。中学生から一
般まで熱戦が繰り広げられた

1. 元気いっぱいよさこいソーランを踊る園
児。詰め掛けた保護者らから盛んに大きな
拍手が送られた

2. 歌謡曲を中心に演奏し、文化祭を盛り上げ
た階上中と道仏中吹奏楽部

3. えんぶりを披露する階上小学校の児童
4. ハートフルプラザには、町民の見事な作品
が多数展示。来場者はその出来栄えに感動
していた

5. 臥牛の郷生活研究連絡協議会による、伝統
料理の試食コーナー。鮭なます、かぼちゃ
のいとこ煮、煮こもりなど、ふるさとの懐
かしい味が提供された　

6. 階上早生のそば打ち体験をする来場者

１
2

１

２

4

456

３

３

町制施行30周年を記念
　町制施行30周年を記念し、特別展
示や記念大会などが行われました。
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十
月
三
十
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は

し
か
み
で
、
平
成
二
十
二
年
度
文
化
賞
・
ス

ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
文
化
賞
四
人
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
三

十
七
人
が
受
賞
。
式
で
は
、
村
上
富
士
夫
教

育
長
よ
り
表
彰
状
の
ほ
か
、
文
化
賞
に
は
ブ

ロ
ン
ズ
像
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
は
メ
ダ
ル
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

階
上
町
体
育
協
会
が
、
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
、
十
一
月
二
十
一
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
プ

ラ
ザ
・
は
し
か
み
で
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を

行
い
ま
し
た
。
町
内
外
関
係
者
、
会
員
ら
約

百
八
十
人
が
参
加
。

　

式
で
は
、
大
前
典
男
会
長
が
「
昭
和

三
十
五
年
に
発
足
し
て
以
来
、
数
多
く
の
成

績
を
残
し
て
き
た
。
今
後
も
伝
統
と
栄
光
の

歴
史
を
継
承
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、

体
力
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り

協
会
の
発
展
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
し
た

十
四
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
会
員
ら
が
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
、
五
十
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

階
上
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
（
清
水
た

か
子
会
長
）
が
、
こ
の
た
び
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
、
十
一
月
九
日
、
町
長
に
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

清
水
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認
め

ら
れ
て
う
れ
し
い
。
学
校
や
地
域
で
の
受
け

入
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
の
表
彰
で
す
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。
浜
谷
町
長
は
「
食
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
今
後
も
活
動
を
期
待
し
ま
す
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
発
足
し
、
現

在
会
員
約
五
十
人
。
平
成
十
五
年
度
よ
り
自

主
活
動
化
を
図
り
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と

連
携
し
た
食
育
活
動
や
、
食
生
活
改
善
推
進

員
養
成
講
座
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

階上町体育協会50周年を迎える

文化賞・スポーツ賞受賞者

厚生労働大臣表彰を受賞

喜びの報告をした食生活改善推進員のメンバー 式辞を述べる大前典男会長

スポーツ奨励賞
（陸上）和田勇樹・武部一輝・黑澤俊祐
　六ツ役璃久也・佐々木海和・権代智昭
（新体操）一山寛斗・濱荒津正人・小西峻平
　木村晋太郎・中田大貴・吉田丈一郎
（バスケットボール）中島さやか・野沢智子
　大里未佳子・下畑真凜・上平みどり・川畑文乃
　中田美香・上野智裕・岩﨑かなみ・下長根芹菜
　畑中恵理
（ソフトテニス）藤原和紀・日比俊介・田村勇武
　鹿糠南空・川村魁斗・豊田章嵩・村上幸一

文化功労賞
伊藤昭一郎（文化振興）
三島　栴治（文化振興）

文化奨励賞
水梨子綾音（書道）
寅谷　鞠奈（音楽）

スポーツ功労賞
下畑　大輝（野球）
宮崎　隆輝（野球）
濱浦　倖暉（登山）
橋本　　光（登山）
茨島　　涼（ソフトテニス）
荒道　志乃（少林寺拳法）

（敬称略）



行政区名	 行政委員（区長）	 担当業者

❹広報はしかみ　２010・12

ご協力お願いします

税金の大切さを学ぶ －租税教室を開催－

●路上駐車は絶対にしないでください。
●除雪車の30㍍以内に近寄らないでください。
●道路に雪を捨てないでください。
●車を運行できない場合は赤旗を！
　　自動車などが故障し、運行できなくなった場合は、目印に赤旗を立ててください。

●障害物には目印を！
　　浸透枡などの障害物がある場合は、目印となるポールなどを立ててください。

●除雪後の各戸出入口は各自で除雪をお願いします。

　町では、冬期間の交通確保のため、12 月から３月まで除雪を行います。
除雪がスムーズに行われるよう、次の事項に注意し、除雪作業にご理解と
ご協力をお願いします。

－地権者の皆さまへ－

＊道路にはみ出た枝は、地権
者が責任をもって処理して
くださるようお願いします。

＊緊急時は承諾なしで処理す
る場合もありますので、地
権者各位のご理解をお願い
します。

　税金についての理解を深めてもらうため、11 月 4 日、道仏小学校で八戸税務署
による租税教室が開催されました。
　6 年生の児童 16 人が参加し、町民課税務グループ職員が講師を務めました。児
童は、クイズやビデオ学習などで、「税金は、みんなが健康で豊かな生活をするた
めに負担し合うもの」と税金の大切さを学びました。
　本物とほぼ同じ重さの１億円レプリカ（約 10㌔）を持った児童は、その重さに驚
いていました。12 月には小舟渡小学校と大蛇小学校で開催予定です。

■各地区の除雪担当業者等 ＜除雪情報は各地区の区長までご連絡ください＞

【問い合わせ】建設課土木建設グループ　☎ 88-2118

除雪作業にご理解ご協力を！

行政区名	 行政委員（区長）	 担当業者
小 舟 渡
駅　 前
榊

大　 蛇
追　 越

荒　 谷

道　 仏

耳ケ吠東

耳ケ吠西

赤 保 内

野 場 中

蒼　 前

石　 鉢

鳥 屋 部
角 柄 折
金 山 沢
平　 内
晴 山 沢
田　 代

濱浦　清志
中田　　功
川向　由蔵
中田　兼雄
中島　豊美

上山　清治

大久保正彦

西田　和雄

吉田　春泰

鹿糠　　稔

上重　一男

一戸　重明

神成　信俊

田中　武志
沼　徳三郎
松倉　長一
鳩　　文男
小出　光一
高橋　一郎

㈲佐京海事興業
沼　建設
沼　建設
葛巻建設㈲
葛巻建設㈲
木村建設、葛巻建設㈲　
㈲角地住設
㈲木村工務店
㈱山道建設、木村建設
㈲角地住設、荒谷電気
㈱北日本サービス
㈲白座建設
㈲角地住設、㈲白座建設
㈲坂建設工業

㈲坂建設工業、㈱山道建設
㈱北日本サービス、㈱横町
建材、新沼舘建設運輸、㈲
森工務店
㈲はまや、新沼舘建設運輸
㈲森工務店
㈱横町建材、下平建設㈲
㈲森工務店
房間建設
㈱松川建設
㈱松川建設、㈱横町建材
大前建設
長根建設㈱
㈱北日本サービス
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冬の交通安全運動が始まります 12月11日㊏〜20日㊊〜安心を 光で届ける 反射材〜

交通安全母の会が反射材
グッズを配布
　町内の高齢者宅約220世帯を
訪問し、反射材がついた手袋や
腕に巻きつける反射板、靴に貼
る反射シールなどを配布し、交
通安全を呼びかけました。

　この時期は、夕暮れ時・夜間における高齢者の事故
や、飲酒運転による重大事故の発生が懸念されるほか、
積雪・凍結路面でのスリップ事故が多発する傾向にあ
ります。
　特に高齢者の交通事故が多発していることから、出
かける時には運転者から発見されやすい明るい色の服
装と反射材用品の着用を心掛けてください。

公共下水道受益者負担金（分担金）の納付はお忘れなく
　下水道供用開始区域の土地の所有者などに建設費の一部を受益者負担金

（分担金）として負担していただいています。
今年度の第 2 期納期限は 12 月 28 日（火）です。

【問い合わせ】
　建設課下水道グループ
　　　　　　　　☎88-2120

詳しくは下水道グループまでお問い合わせください。

下水道への接続工事を
 　　　　　　　  お願いします！

融資あっせん制度 奨励金制度

内　　容

金　　額
および

期　　間

申込方法

対象工事

対 象 者

注　　意

工事に必要な費用を金融機関から無利子で借り
られるようにあっせんする制度です。

工事を行う前に指定排水設備工事店をとおして、
申請書を町へ提出してください。
①くみ取り式トイレを水洗トイレに改造し下水道に接続する工事
②単独処理浄化槽（トイレの水だけを浄化槽に流している）から下水道に接続する工事
③合併処理浄化槽から下水道に接続する工事
①処理区域内における建築物の所有者または所有者の同意を得た占有者
②町税および公共下水道受益者負担金・分担金を滞納していない方
・この制度はどちらか一つしか受けられません。
・下水道が使えるようになった旨の公示がされてから3年以内に限られます。

①融	資	額　　100万円以内（無利子）
②償還期間　　60カ月以内（5年以内）
※利子を町が負担します。

工事費を自己資金で接続した方に奨励金として
交付する制度です。

工事終了後に指定排水設備工事店をとおして、
申請書を町に提出してください。

接続前の状態
　①くみ取り式トイレ……60,000円
　②単独処理浄化槽………60,000円
　③合併処理浄化槽………30,000円

下水道マスコットキャラクター
スイスイくん

一日も早い

　下水道はみなさんの快適な生活を確保し、河川や海などの水質汚濁を防ぐ、重要な
施設です。
　下水道が使えるようになったら、一日も早く接続工事を行ってくださるようお願い
します。

■下水道が使用できる地域（一部）
　蒼前東 3 丁目、蒼前東 4 丁目、蒼前東 5 丁目、蒼前東 6 丁目
　蒼前西 1 丁目、蒼前西 2 丁目、蒼前西 3 丁目、蒼前西 4 丁目、蒼前西 5 丁目、蒼前西 6 丁目、赤保内

■下水道接続工事費の融資あっせんと奨励金制度　　
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パブリックコメントを募集します
【募集対象】第4次階上町国土利用計画
　　　　　　今後の町土利用の方向性をまとめた計画書です

　この計画について、広く町民の皆さまの意見を反映するため、意見募
集を行います。

■意見を提出できる方
　町内に住所を有する方、町内に勤務・通学してい 
　る方、町内に事務所または事業所を有する個人、
　団体
■募集期限　23 年 1 月 7 日（金）
■意見の取り扱い
　提出いただいたご意見などの概要とそれに対する
考え方などについて、ホームページなどにより一定
期間公表します。個別の回答は行いませんので、ご
了承ください。

■提出方法
　意見書様式に、住所、氏名、電話番号、意見内容
を記入し、①持参②郵送③ FAX ④電子メールのい
ずれかで提出してください。
　※計画（案）および意見書様式は、町ホームペー
　　ジからダウンロードまたは企画財政グループに
　　あります。
　※電話による受け付けはいたしません。

（町民の皆さんからの意見）

【問い合わせ】総務課企画財政グループ　☎ 88-2113

就園していないお子さんが対象です。気軽に参加して、親子で楽しみませんか。

楽しいがいっぱい！ 活動内容がさらに充実！

＜1月スケジュール＞

地域子育て支援センター「らんらんる～む」 子育てサークル「にこにこクラブ」

◆わいわい子育て広場◆
　地域子育て支援センター（階上保育園）の協力に
より、未就学（園）児を持つ家族を対象に、年３回
開催。
　11 月 19 日、今年度最後の第 3 回目を開催しま
した。親子 10 組が参加し、親子体操を楽しんだ後、
あこう歯科医院赤穂和広先生のお話を聞きました。
　虫歯の予防方法、歯磨きの実演などを交えたお話
は、子どもたち
の歯を守るお母
さん方に大変好
評でした。

親子 de

期	日 期	日活	動	内	容 活	動	内	容

1/		5（水）

1/12（水）

1/18（火）

1/19（水）

1/26（水）

福笑いであそぼう／雪あそび
　作って遊ぼう：びっくり箱
昔の遊びを楽しみましょう／雪あそび
　作って遊ぼう：紙ずもう
＜子育て講座＞

「知っておきたい救急法」
　講師：八戸東消防署階上分署員
　※要予約　☎89-2302（1/12締切）
風船はねつきゲーム／雪あそび
　作って遊ぼう：パスタのフォトスタンド
雪で色水あそび
　作って遊ぼう：万華鏡

1月はお休みです

・場　所　階上保育園（保育園向かい側駐車場をご
　　　　　利用下さい）
・時　間　10:00～ 12:00
・参加費　子ども１人につき100円 【問い合わせ】

　保健福祉課健康増進グループ　　　　　☎88-2162
　階上保育園（地域子育て支援センター）☎89-2302

※12月の日程は広報11号に掲載しています。
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公用車（給食配送トラック）を
　　　　　　　　　せり売りします

宝くじの助成金で防災資材を整備

～町が所有する公用車をせり売りにより売却します～

＜参加方法＞
　必ず参加申し込みをしてください。
■実施要領配布および参加申込書提出期限
　12月20日（月）
　8:30 ～ 17:00（土・日・祝日を除く）
　　要領および申込書様式は、総務課企画財政グルー
　　プにあります。町ホームページからもダウンロー
　　ドできます。
※実施要領の内容を必ずご確認ください。
※申込書は、郵送の場合は、配達記録郵便、書留郵
　便または宅配便のみとし、期間内必着とします。

＜せり売り日時＞
　12 月 24 日（金）　10:00 ～（受付　9:30 ～ 9:45）
　場所　階上町給食センター

【申し込み・問い合わせ】
　総務課企画財政グループ　☎ 88-2113 

　平成 22 年度地域防災スクールモデル事業（宝くじ
助成事業）を活用し、石鉢自主防災会、小舟渡自主防
災会などで、防災資材等が整備されました。
　助成を受けて購入した備品は、町内自主防災組織の
活動や、子どもを対象
とした防災教室などで
活用されています。

＜物件 1 ＞

初年度登録年月日
　平成3年 9月 25日
走行キロ数：187,162km
車検：なし
最低売却価格：非公表
駆動方式：4WD
変速装置：5速MT

＜物件２＞

初年度登録年月日
　平成3年 8月 21日
走行キロ数：139,555km
車検：なし
最低売却価格：非公表
駆動方式：2WD
変速装置：5速MT

■物件を公開します■
○期日　12 月 15 日（水）～ 20 日（月）
　　　　8:30 ～ 10:30（土・日・祝日を除く）
○場所　給食センター（赤保内字蛭子 11-55）
　	※見学希望者は企画財政グループまでご連絡ください。

給食センター

　防災資材が整備された
ロッカー。ヘルメット、
懐中電灯、救急セット、
ロープ、消火器、スコッ
プなど

いきいきフェステ 
ィバル（10月11日）

小舟渡地区自主防災
訓練（11月13日）

　自主防災組織によ
る、倒壊家屋の救助救
出訓練。人海戦術で、
がれきの中から生き埋
めになった人を救出

　小舟渡地域自主防災
会、小舟渡子ども会、第
1分団、小舟渡婦人消防
クラブらが参加。
　階上分署員の指導を受
け、消火器による消火訓
練、ポンプ車放水体験、
非常食の試食などを実施
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（広告） （広告）

図
書
室
だ
よ
り

“
ふ
る
さ
と
”
と
の
心
の
絆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
東
京
で
階
上
を
発
信
〜

○
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

○
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館

　
　
　
　

☎
（
８
０
）
１
６
７
１

○
道
仏
公
民
館

　
　
　
　

☎
（
８
９
）
２
１
１
０

の
「
心
の
こ
も
っ
た
セ
ー
ル
ス
」

で
売
り
上
げ
も
上
々
で
し
た
。

　

今
年
は
町
制
施
行
三
十
周
年
と

東
北
新
幹
線
全
線
開
業
と
い
う

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
節
目
で
も
あ

り
、
こ
れ
を
好
機
と
と
ら
え
、
町

の
自
然
、
文
化
、
特
産
物
を
、
町

な
ら
び
に
関
係
団
体
、
事
業
者
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
一
丸
と
な
っ

て
売
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
今
後

の
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

首
都
圏
に
住
む
階
上
町
出
身
者

と
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち
約

七
十
人
が
参
加
し
た
「
ふ
る
さ
と

は
し
か
み
会
」
の
設
立
総
会
が
、

十
一
月
二
十
日
、
都
内
両
国
の
ホ

テ
ル
で
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

　

ふ
る
さ
と
階
上
を
離
れ
激
動
の

人
生
を
送
り
、
時
に
は
忘
れ
か
け

な
が
ら
も
ど
こ
か
で
心
の
支
え
に

し
て
き
た
〝
ふ
る
さ
と
〟。
こ
れ
は

会
長
に
就
任
さ
れ
た
内
城
美
名
生

氏
（
田
代
出
身
）
と
の
三
年
越
し

の
夢
の
実
現
で
も
あ
り
、
感
無
量

で
す
。
人
生
の
原
点
で
あ
る
、
ふ

る
さ
と
と
の
絆
を
よ
り
深
め
、
ま

た
町
の
強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
二
十
三
日
に
は
、
東
京

青
森
県
人
会
主
催
の
「
青
森
人
の

祭
典
物
産
展
」
が
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
開
催
。
当
町
か
ら
は
、
い
ち

ご
煮
缶
、
味
噌
汁
の
具
、
木
工
品

な
ど
を
出
品
し
、
町
産
業
振
興
課

の
下
日
向
Ｇ
Ｌ
と
川
向
総
括
主
幹

　

予
備
校
生
殺
人
の
事
件
を
追
う

鬼
刑
事
・
目
黒
一
馬
。
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
の
は
、
舞
い
降
り
た

奇
跡
に
翻
弄
さ
れ
た
女
た
ち
の
人

生
…
。
執
念
の
捜
査
の
末
に
見
た

も
の
と
は
？

　

一
話
三
分
で
読
め
る
気
軽
さ
。

百
話
の
中
に
は
、
人
間
関
係
、
仕

事
の
悩
み
、
子
ど
も
の
教
育
、
夫

婦
仲
な
ど
、
人
生
を
明
る
く
す
る

ヒ
ン
ト
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
大

切
な
忘
れ
物
を
見
つ
け
た
気
分
。

■
本
を
借
り
る
に
は
図
書
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
そ
の
場
で
発
行
で

き
ま
す
の
で
身
分
証
明
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
発
行
無
料
）

　

警
察
犬
試
験
を
六
回
受
け
て
、

い
ず
れ
も
不
合
格
。
め
げ
ず
に
挑

戦
す
る
姿
が
共
感
を
呼
び
、
き
な

子
は
日
本
一
有
名
な
見
習
い
警
察

犬
に
な
り
ま
し
た
。
実
話
か
ら
生

ま
れ
た
心
あ
た
た
ま
る
物
語
。 『見習い警察犬きな子

ー圭太の物語ー』
ひろはたえりこ　文

汐文社

■貸出時間■
○ハートフルプラザ・はしかみ
　9 ～ 19 時（月～土、日・祝日）
○道仏公民館
　9 ～ 17 時（月～金）
　　　　　※土曜は 15 時まで
○石鉢ふれあい交流館
　9 ～ 19 時（火～土、日・祝日）

在宅介護・入所相談等
介護に関するお悩みお受けいたします
〒039−1212
青森県三戸郡階上町蒼前西２丁目９ー９８８
Te l. ０１７８−８８−２５９５
Fax. ０１７８−８８−２５９６

『白砂』
鏑木　蓮　著

双葉社

『光に向かって
100の花束』
高森顕徹　著
1 万年堂出版

青森県人会物産展で特産品を売り込み

こ
ん
に
ち
は
！
町
長
室
で
す 

⑪

階
上
町
長　

浜
谷
豊
美　

　広報はしかみに掲載する有料広告を随時募集して
います。事業 PR などにぜひご利用ください。

（作成部数　4,650 部）
【料金】１号広告（5×18㌢）　10,500円
　　　　２号広告（5 × 9㌢）　　5,250 円

＊詳しくはお問い合わせください。

　　　　　　【問】総務課総務グループ　☎ 88-2112

広報はしかみに広告を掲載しませんか
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自
立
の
道
を
選
択
し
た
階
上
町

―
。
少
子
高
齢
化
、
厳
し
い
財
政

状
況
下
で
、
町
は
、
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
地
域
住
民
と
行

政
が
手
を
携
え
て
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
ま
し
た
。

○
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

　

町
で
は
、
平
成
十
七
年
に
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
作
り
や
指
針
を
検
討
す
る
「
町

民
会
議
」
を
設
置
。
十
九
年
四
月

で
役
割
分
担
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
は
、
町
の
第
四
次

総
合
振
興
計
画
（
二
十
二
年
三
月

策
定
）
に
も
反
映
さ
れ
、
現
在
、

各
地
区
で
計
画
的
に
地
域
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
は
自
分
た
ち
で

　

町
で
は
、
町
内
で
組
織
さ
れ
た

団
体
等
が
協
働
で
行
う
ま
ち
づ
く

り
の
ソ
フ
ト
事
業
に
対
し
、
補
助

金
を
交
付
。
盆
踊
り
の
復
活
や
、

健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
、
住
民
が

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
地
域

独
自
の
取
り
組
み
が
活
発
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
昨
年
度

か
ら
、
各
行
政
区
対
象
に
「
地
区

計
画
推
進
交
付
金
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
。
あ
い
さ
つ
運
動
の
実
施

な
ど
、
地
区
計
画
実
現
の
た
め
、

地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、〝
人
財
〟
育
成
に
も
取

り
組
み
、
生
涯
学
習
の
視
点
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
「
ふ
る
さ
と
か
だ
り
塾
」
を

十
八
～
二
十
年
度
に
開
講
。
修
了

生
は
「
階
上
か
だ
る
会
」
を
発
足

さ
せ
、
こ
れ
ま
で
マ
ッ
プ
づ
く
り

な
ど
、〝
住
民
で
で
き
る
こ
と
〟
に

一
つ
ひ
と
つ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
創

り
、
守
り
、
育
ん
で
い
く
―
。
町

民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、
行
動

す
る
、〝
協
働
〟
の
意
識
が
着
実

に
根
付
き
始
め
て
い
ま
す
。

一
日
に
ま
ち
づ
く
り
の
憲
法
と
も

い
う
べ
き
、「
階
上
町
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
施
行
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
十
八
～
十
九
年
度
の

二
年
を
か
け
て
、
全
て
の
行
政
区

で
「
地
区
計
画
書
」
を
策
定
。
全

行
政
区
で
の
地
区
計
画
の
策
定
は

全
国
的
に
も
珍
し
く
、
計
画
の
中

で
は
、
環
境
整
備
、
健
康
増
進
、

住
民
の
交
流
な
ど
、
地
域
で
で
き

る
こ
と
、
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
、

町
が
取
り
組
む
こ
と
と
い
っ
た
形

“
協
働
”
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

町制 30 年をふり返る

はしかみ物語

9

　全19行政区で策定された地区計画書。
地域ごとに、特色あるまちづくりの目標が掲げられている。
　策定には、住民アンケートも実施し、問題点や課題を整
理。町職員も関わり、住民と一緒に解決方法を探り、まさ
に、住民と行政の協働で作り上げた計画書となった

H17.11
H18.		8
H19.		4

H19.		5

H20.		2

H20.		3

「階上町協働のまちづくり町民会議」設置
「ふるさとかだり塾」開講
「階上町協働のまちづくり条例」施行
協働のまちづくり住民懇談会（町内6カ
所）
「協働のまちづくりアクションプラン」が
完成
全19行政区で「地区まちづくり計画」が
完成

　地区計画策定をきっかけに、15年ぶりに復活した「鳥
屋部・角柄折合同盆踊り大会」。地域の新しいコミュニティ
の場となった

協働のまちづくりの主な動き

　

シ
リ
ー
ズ
「
は
し
か
み
物
語
」

は
今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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毎
年
１
月
１
日
現
在
で
「
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

１
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
「
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
」
を
各
地
区
の
区
長
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
書
は
区
長

を
通
じ
て
配
布
さ
れ
ま
す
）。
提

出
し
な
い
場
合
、
選
挙
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
名
簿
登
載
条
件

　

平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
23
年
１
月
１
日
現

在
階
上
町
に
住
所
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
10
㌃
以
上
の
耕
作
面
積
で
、
年

間
60
日
以
上
耕
作
の
業
務
を
営
む

方②
10
㌃
以
上
の
耕
作
業
務
を
営
む

方
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者

で
、
年
間
60
日
以
上
の
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
方
。

③
10
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業

務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
あ
っ

て
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕

作
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
。

■
注
意

　

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
善
意
の
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日　

12
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　

①
10
時
～
12
時

　
　
　
　

②
13
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

階
上
町
役
場

■
内
容　

２
０
０
、
４
０
０
ml
献
血

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
６
４
１

　

経
済
産
業
省
、
県
、
町
で
は
、

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

■
12
月
か
ら
23
年
１
月
に
か
け
て

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

■
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.m

eti.go.jp/

　

statistics/

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
３

　

23
年
１
月
１
日
か
ら
帰
化
、
国

籍
取
得
な
ど
の
国
籍
に
関
す
る
事

務
は
、
各
支
局
で
の
取
り
扱
い
を

廃
止
し
、
青
森
地
方
法
務
局
戸
籍

課
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

青
森
地
方
法
務
局
戸
籍
課

 

☎
０
１
７
（
７
７
６
）
９
０
２
２

　
　
　
　
　
　
　

 

内
線
１
２
３
３

第
７
回
階
上
町
観
光
協
会

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

募集

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
登
載
申
請
を

選 挙

献
血
を
お
願
い
し
ま
す

あ
な
た
の
暖
か
い
贈
り
物

献 血

ふるさとフェスタ2010 ファミリーサポートセンター
提供会員登録説明会を開催します

～食の彩典 南部八戸ぬぐだまり～

【問】八戸市ファミリーサポートセンター　☎71-2750
　　　保健福祉課福祉グループ　　　　　☎88-2641

【問】八戸地域広域市町村圏事務組合　　☎70-1100
※イベントの問い合わせ　南部圏まちづくり推進協
議会事務局（八戸商工会議所振興課内）　☎ 43-5111

お知らせ Information 

～子ども好きの方、子育て経験を活かしたい方、
お気軽にお越しください！～

　南部圏域（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・南
部町・階上町・新郷村・おいらせ町）のさまざまな
料理、物産品・特産品、郷土芸能などが一堂に集ま
るイベントです。
■内容　南部食・特産品コーナー、芸能発表、音楽
　　　　会、もち焼きせんべい、クイズ大会　など

■提供会員登録説明会
・期日　12月13日（月）13:30～
・場所　ハートフルプラザ・はしかみ

　子どもを残業で保育園に迎えに行けない、買い物
をしたいが連れて行くのは不便などの理由で、子ど
もを預けたい方（依頼会員）に、協力できる方（提
供会員）を募集しています。
　預かった場合は、謝礼として利用料1時間500円
が依頼会員から支払われます。特別な資格は要りま
せんが、センターでの講習会の受講が必要です。

・
１
反
歩
だ
け
の
耕
作
面
積
で
は

10
㌃
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
不
耕
作
の
農
地
は
耕
作
面
積
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

農
業
委
員
会

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
９
４
６

製
造
業
者
の
皆
さ
ま
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

調 査

国
籍
に
関
す
る
事
務
の
取

り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

お知らせ

12月
18日　〜19日土 日

10:00～16:00
ユートリー
八戸駅前広場



広報はしかみ　２010・12

■
入
居
可
能
日

　

23
年
１
月
上
旬

■
そ
の
他

　

申
込
者
が
複
数
あ
っ
た
場
合

は
、
書
類
選
考
ま
た
は
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

建
設
課
土
木
建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
８

⓫

■
物
件
詳
細

・
所
在
地　

道
仏
字
榊
山
９
―
95

・
募
集
戸
数　

１
戸（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

・
規
格　

洋
室
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
11
・
６

畳
）
、
洋
室
（
６
畳
）
２
部
屋

・
仕
様　

水
洗
ト
イ
レ
、
風
呂
、

洗
面
所
な
ど

・
家
賃　

前
年
の
所
得
金
額
に
よ

り
決
定

・
敷
金　

決
定
家
賃
の
３
カ
月
分

・
汚
水
処
理
費　

水
道
使
用
料
金

×64/100

・
駐
車
場　

１
カ
月
１
台
千
円

■
入
居
資
格

・
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
方
（
申
込
者
お
よ
び
同

居
者
に
持
家
が
あ
る
方
の
申
し
込

み
は
不
可
）、
税
金
等
未
納
の
な
い

方
、
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
な
ど
。

・
資
格
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み

　

12
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、
町

営
住
宅
申
込
書
、
22
年
度
分
所
得

課
税
証
明
書
、
納
税
証
明
書
、
入

居
希
望
者
全
員
の
住
民
票
、
連
帯

保
証
人
予
定
者
届
出
書
を
提
出
く

だ
さ
い
。

お互いの無病息災とご多幸を祈念し、新年を祝いましょう。
一般町民どなたでも参加できます。

　

22
年
４
月
よ
り
、
３
歳
児
（
19

年
４
月
２
日
～
20
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
乾

燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
」（
以
下
「
新
ワ
ク
チ
ン
」）
で

の
接
種
開
始
の
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
第
２
期

（
９
歳
以
上
13
歳
未
満
）
に
つ
い

て
も
、
新
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

■
第
２
期
対
象
年
齢
の
方
で
、
第

１
期
の
未
接
種
分
が
あ
る
場
合
も

接
種
で
き
ま
す
。

■
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
主
治

医
に
相
談
の
上
、
受
託
医
療
機
関

で
受
け
て
下
さ
い
。

（
予
診
票
は
保
健
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
）

■
現
在
、
７
歳
６
カ
月
以
上
９
歳

未
満
の
方
は
、
第
２
期
対
象
年
齢

に
達
す
る
ま
で
公
費
負
担
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
国
で
今
後
の
対
応
を
検
討
中

で
す
。
新
し
い
情
報
は
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
６
２

　

階
上
町
職
員
組
合
で
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
職
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
変
身
し
、
ご
希
望
の
時
間
帯

に
ご
家
庭
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
届

け
し
ま
す
。

■
宅
配
日
時　

12
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

18
時
～
20
時

■
申
込
締
切　

12
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

※
先
着
50
家
庭

■
お
子
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

村
元
（
保
健
福
祉
課
福
祉
グ

ル
ー
プ
内
）　

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
５

日
本
脳
炎
予
防
接
種（
第

２
期
）
が
で
き
ま
す

予防接種

新年互礼会を開催します

お知らせ Information

【問】
階上町社会福祉協議会　☎ 88-3067

■発起人（順不同）
　階上町農業委員会長、階上町教育委員会委員
長、階上町民生委員児童委員協議会長、階上町老
人クラブ連合会長、階上町連合婦人会長、階上町
小中学校長会長、階上町連合ＰＴＡ会長、八戸
地区交通安全協会階上支部長、階上町行政区長
会長、八戸農業協同組合代表監事、階上漁業協同
組合代表理事組合長、階上町商工会長、三八地方
森林組合代表理事組合長、階上町社会福祉協議会
長、階上町消防団長、階上町体育協会長、階上町
文化協会長、階上町食生活改善推進員会長、階上
町赤十字奉仕団委員長

■日　　時　１月４日（火）13:30
■場　　所　ハートフルプラザ・はしかみ

■会　　費　男性3,000円／女性2,000円
■申込方法　自分の所属する団体の発起人（事務局）
　　　　　　にお申し込みください。
　　　　　　一般の方は行政委員（区長）、社会福祉
　　　　　　協議会、商工会、農協階上支店、漁協ま
　　　　　　で会費を添えてお申し込みください。
■申込締切　12月17日（金）
■そ の 他　当日はチャリティ福祉募金にご協力をお   
　　　　　　願いします。

町
営
住
宅（
榊
山
団
地
）

入
居
者

募 集

ク
リ
ス
マ
ス
大
作
戦

サ
ン
タ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

お
届
け
し
ま
す

募 集



広報はしかみ　２010・12 ⓬

■
車
上
ね
ら
い
・
自
動
車
盗
対
策

　

車
内
に
バ
ッ
グ
や
貴
重
品
を
置

き
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
短
時
間
で

も
窓
を
完
全
に
閉
め
、
確
実
に
ド

ア
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

■
ひ
っ
た
く
り
対
策

　

バ
ッ
グ
な
ど
は
車
道
と
反
対
側

に
持
ち
、
周
囲
を
十
分
に
警
戒
し

ま
し
ょ
う
。
自
転
車
は
、
前
か
ご

に
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
を
取

り
付
け
ま
し
ょ
う
。

消防情報 交番情報
火事は 119 番へ
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

　

23
年
１
月
５
日
ま
で
「
年
末
年

始
特
別
警
戒
取
締
り
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
侵
入
窃
盗
対
策

　

被
害
者
の
７
割
が
、
無
施
錠
で

被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

外
出
の
際
は
、
隣
近
所
に
一
声

か
け
、
確
実
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

防
犯
性
能
の
高
い
錠
や
防
犯
ガ
ラ

ス
に
取
り
換
え
た
り
、
警
報
装
置

や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
の
防
犯

器
具
の
活
用
も
有
効
で
す
。

　

各
ご
家
庭
で
も
、
厳
し
い
冷
え

込
み
や
大
雪
へ
の
対
策
を
立
て
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

冬
期
間
に
お
け
る
消
防
活
動

は
、
道
路
の
凍
結
や
積
雪
状
況
な

ど
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
適
切
な
消

防
活
動
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

分
署
で
は
、
消
防
団
員
の
方
々

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
消
防
水
利

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
に
も
、
次
の
こ
と
に
つ

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
社
）
あ
お
も
り
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
交
通
事
故
な
ど

の
被
害
者
、
家
族
、
ご
遺
族
に
対

し
て
、
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
電
話

・
月
～
金
曜
日
、
第
３
土
曜
日

・
12
時
～
16
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

☎
０
１
７
（
７
２
１
）
０ぜ
ろ
な
や
み

７
８
３

■
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

①
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

②
消
防
水
利
（
消
火
栓
、
防
火
水

槽
）
付
近
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
。

③
路
上
駐
車
、
消
防
水
利
付
近
の

駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

④
消
防
車
、
救
急
車
が
緊
急
走
行

し
て
い
る
時
は
、
一
旦
停
止
し
道

を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
自
宅
そ
ば
に
あ
る
消
防
水
利
の

除
雪
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

・
除
雪
作
業
中
の
事
故
、
転
倒
事

故
に
ご
注
意
を
！

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
！

・
出
か
け
る
前
、
就
寝
前
に
は
必

ず
火
の
元
を
確
認
！

・
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
方
へ

の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
犯
罪
・
事
故
を

　
　
　
　
　
　

防
止
し
よ
う

冬
期
間
の
消
防
活
動
に

　
　
　
　

ご
協
力
を
！

●平成 22 年階上町交通事故発生状況
10月 31日現在

死亡事故ゼロ連続日数

前年同期比増減

発生件数

死　　者

傷 者 数

28

0

34

±	0

±	0

− 3

1157日

事件は 110 番へ
階 上 交 番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

飲酒運転しな
い・させない
まもるくん

犯
罪
や
交
通
事
故
の

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
へ

ほっとスルメールをご利用ください
　緊急情報、気象情報、火災情報などの電子メールを、
携帯電話やパソコンで受け取れるサービスです。

(12 月 17 日配信開始 )
＜登録用メールアドレス＞
　　anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp
　上記アドレスに空メールを送信し、返信されてきた確認
メールの必要事項をチェックし送信してください。

【問】総務課総務グループ　☎ 88-2112



広報はしかみ　２010・12⓭

　

や
ぶ
な
ど
で
見
か
け
る
つ
る

草
。
地
下
茎
を
四
方
に
伸
ば
し
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
芽
を
出
す
。
茎
は

数
㍍
に
も
伸
び
る
。
夏
に
集
散
花

序
を
作
り
開
花
す
る
。
花
弁
が
落

ち
る
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
床
が
現

れ
、
花
の
よ
う
に
見
え
る
。
果
実

は
秋
に
黒
く
熟
す
が
、
虫
こ
ぶ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

名
前
の
由
来
は
、
や
ぶ
を
枯
ら

す
ほ
ど
繁
殖
す
る
こ
と
か
ら
。
別

名
の
ビ
ン
ボ
ウ
カ
ズ
ラ
（
貧
乏
蔓
）

は
、
荒
れ
た
貧
乏
く
さ
い
と
こ
ろ

に
生
え
る
こ
と
か
ら
と
か
。

　

ク
ズ
と
と
も
に
植
林
の
幼
苗
に

絡
ま
っ
て
枯
ら
し
て
し
ま
う
た

め
、
林
業
家
に
と
っ
て
は
害
草
扱

い
さ
れ
て
い
る
。

　

地
方
名
に
、
ビ
ン
ボ
ウ
グ
サ
、

ビ
ン
ボ
ウ
カ
ツ
ラ
、
ヤ
ブ
ダ
オ
シ

な
ど
が
あ
る
。

生命力あふれるヤブガラシ

ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
（
ぶ
ど
う
科
）

有
　
谷
　
　
　
升

正
部
家
　
奨
／
作
・
佐
藤
　
明
／
画

飢
饉
と
百
姓
蜂
起
（
十
五
）

＜259＞

◇204◇

　

今
朝
、
氷こ

お

り
を
始
め
て
見
る
。

　

読
め
る　

歌　

正
之

　

い
と
寒
シ　

身
に
し
む
程
に

　
　

思
ひ
い
て
ゝ

　

外そ
と
も面
に
氷
今
朝
見み

そ初
メ
つ
る

と
ぞ
、
琥
珀
山
に
入
り
て
琥
珀
の

筋す
じ

を
見
つ
る
に
、
此
ノ
筋す

じ

の
上の

ぼ

り

下く
だ

り
に
必
ず
あ
る
も
の
と
て
掘
り

て
数
々
琥
珀
を
予よ

に
寄
せ
け
る
に

付
け
て
読
め
る　

歌　

正
之

　

山
深
く
わ
け
入
り
て
こ
そ

　
　

光
り
有
る

　

玉
の
有あ
り

か
を
知
ら
る
ゝ
も
の
を

と
な
ん
、
小こ

な

ん

ぶ

南
部
（
八
戸
藩
）
領

飢
年
の
後
は
富と

め
る
家
あ
れ
ば
御

用
金
（
江
戸
時
代
に
幕
府
や
大
名

が
臨
時
の
費
用
に
当
て
る
為
に
金か
ね

持も

ち
か
ら
徴
集
し
た
金か

ね

）
を
申
シ

付
け
、
家
蔵
ま
で
も
封
印
し
て
金

を
侯こ
う

（
藩
主
）
へ
取
り
上
げ
る
故ゆ

え

に
、
有
る
も
の
も
無
き
如
く
す
る

と
な
ん
、
五
、六
年
以
前
、
両
年
、

玉
川
ば
た
に
て
鋳ち
ゅ
う
せ
ん銭

（
貨か

へ
い幣

づ
く

り
）
を
小
南
部
へ
申
し
付
け
、
三さ
ん

ノ
戸へ

ヘ
駄だ

し
送
り
て
、
此こ

の

あ
た
り

大お
お

い
に
窮
す
、
鋳
銭
の
後
に
わ
け

て
南
部
領
困
窮
す
と
ぞ
。

　

二
十
日
（
寛
政
二
年
九
月
）
晴

る
、
宿
り
に
於
て｢

す
い
魚｣

を

煮
て
侍は
べ

る
、
立
ち
て
幸
助
所
へ
寄

る
に
琥
珀
及
び
、「
す
り
く
ず
」
な

ど
夫
婦
共
に
贐
（
は
な
む
け
）
と

し
け
る
故ゆ
え

に
磁
石
を
与
へ
侍は

べ

る
。

　

昨
日
山
開
き
に
御
酒
を
賜
ハ

る
、
古
事
也
と
て
よ
ろ
こ
べ
る
故

に
読
み
て
残
し
侍
り
ぬ
。

　

山
開
き
に
神
酒
を
進
め
ら
れ
け

る
に
読
め
る　

歌　

正
之

　

行
末
ハ
か
ぎ
り
も
知
ら
す

　
　

玉
や
出い

で
ん

　

山
口
ひ
ら
く
我
い
わ
ゐ
つ
る

と
ぞ
。
幸さ
い
わ

い
あ
ら
ば
飛ひ

き
ゃ
く脚
（
江
戸

時
代
に
遠
く
の
土
地
へ
手
紙
や
品

物
を
配
達
し
た
人
）
を
立
て
申
す

べ
し
と
て
悦
び
け
る
。
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国民年金保険料を納めましょう

■保険料の納め忘れはありませんか

　22 年度の国民年金保険料額は、1 カ月 15,100 円です。

　納めた国民年金保険料は「社会保険料控除」として全額控除の対象となり、

税金の負担が軽減されます。

　納付がお済みでない方は、至急お近くのコンビニエンスストアなどで納付

してください。

　保険料についてのご不明な点は、お近くの年金事務所にお問い合わせくだ

さい。

■保険料の納付が困難なときは

　国民年金には、保険料納付が免除または猶予される制度があります。

　納付が困難だからといってそのままにせず、必ず市町村役場の国民年金窓

口で手続きを行ってください。

【問い合わせ】
　八戸年金事務所
　　　　　　☎43-7369
　町民課
　　戸籍住民グループ
　　　　　　☎88-2119

浜の豪快料理に挑戦 道仏公民館ひまわり料理教室

　11月 17日、道仏公民館のひまわり料理教室受講生 15人が、今が旬の
鮭を使い、ちゃんちゃん焼きに挑戦しました。
　同講座の自主活動で行ったもので、小舟渡地区の漁師、佐京正光さんを講
師に、その日階上沖で獲れたばかりの鮭をさばき、大きな鉄板の上に鮭とき
のこや野菜をのせて、みそ味のちゃんちゃん焼きに仕上げました。
　豪快な鮭料理に、参加者は秋の味覚を味わっていました。今後も地元の食
材を使った料理を学習していく予定です。 ボリューム満点のちゃんちゃん焼き

町・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料
　　　　      の納期限です。
忘れずに納めましょう。

【問】町民課税務グループ　☎ 88-2114

第 4 期
第 5 期
第 5 期
第 5 期

お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます

編集後記

戸籍の窓

（父の名・母の名）　 （年齢・地区名）

　2010 年も残すところあと
わずか。今年は町制施行 30
周年、猛暑など、記憶に残る
１年でした。
　2011 年もすぐそこ。私の
前には新年号の締切がすぐそ
こまできています。良いお年
をお迎えください。　 （田中）

荒津内　章　栄
庭　瀬　千保美

佐 藤 大 輔
竹 村 佳 織

鹿 原 仁 八
桑 原 由 松
福 井 浪 雄
地代所　君　江
髙 山 タ マ
髙 山 フ ニ
簗 田　 彰　

（道 　 仏）
（耳ケ吠東）

（小 舟 渡）
（八 戸 市）

（91・鳥屋部）
（80・　榊　）
（94・耳ケ吠西）
（71・小舟渡）
（87・道　仏）
（90・道　仏）
（81・耳ケ吠西）

地区

（希望者の分を掲載しています）

（住所または元の本籍）

平成22年11月受付分（敬称略）

前途を祝福します

12月27日㊊

人口と世帯数
平成22年 12月 1日現在

総人口
男
女
世帯数

14,653人
7,352人
7,301人
5,672世帯

（± 0）
（± 0）
（± 0）
（＋ 3）

佐 藤 友 加

塚 本　 穂　

平　　 和　 喜

下 野 瑠 月

上 平 和 奏

坂 本 心 美

（史　明・美加子）

（　潔　・　泉　）

（幸　二・奈　々）

（巨　樹・生世子）

（　隼　・澄　香）

（龍　二・早　苗）

耳ケ吠東

榊

赤保内

小舟渡

荒　谷

赤保内

ゆ か

ほ の か

か ず き

る な

わ か な

こ こ み



広報はしかみ　２010・12⓯

12 月 1 月

CALENDAR 12月16日（木）～1月15日（土）

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

ごみ収集日の地区区分

各課直通電話をご利用ください
各課へのお問い合わせは直通電話のご利用をお願いします。

土・日・祝日および17:00 以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

中央・
西部地区

東部地区

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代
晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

課名・グループ名等

出 納 室
農 業 委 員 会

議 会 事 務 局

１
階

２
階

直通電話番号
88-2129
88-2114
88-2119

88-2219・2162
88-2115・2641
88-2049
88-2946
88-2112
88-2113
88-2116
88-2120
88-2118
88-2495

88-2698・2764
88-2369

総 務 グ ル ー プ
企画財政グループ
産業振興グループ
下水道グループ
土木建設グループ
学校教育グループ
社会教育グループ

戸籍住民グループ
健康増進グループ
福 祉 グ ル ー プ

町 民 課

保健福祉課

総 務 課

産業振興課

建 設 課

教 育 課

３階

賦課
収納

税　　務
グループ

○ごみは、収集日に
4 4 4 4

指定された場所へ、
　朝８時までに出しましょう。
○第５水曜日は空缶、空ビン、ペット
　ボトルの収集を行います。

元旦

燃やせないごみ収集（全地区）は休み
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

新年互礼会（ハートフルプラザ   13:30）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・段ボール収集日（全地区）

燃やせるごみ収集日（東部地区）

燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

成人式（ハートフルプラザ　13:30）

出初式（役場裏駐車場  10:00）　

成人の日

燃やせないごみ収集（全地区）は休み
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

燃やせるごみ収集日（東部地区）

燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

燃やせるごみ収集日（東部地区）

粗大ごみ収集日（中央・西部地区）

燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

　

燃やせないごみ収集日（全地区）

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

粗大ごみ収集日（東部地区）

合同相談（ハートフルプラザ　10:00 ～ 15:00）

教育相談（ハートフルプラザ小会議室  13:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

2 学期終業式（全小中学校）

天皇誕生日

燃やせるごみ収集（東部地区）は翌日
燃やせるごみ収集日（東部・蒼前西地区）

　

燃やせないごみ収集日（全地区）

町・県民税第 4 期納期限

国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療

保険料第 5 期納期限

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

年末休業

燃やせるごみ収集日（東部地区）

燃やせるごみ収集（蒼前西地区）は休み

16

17
18
19
20

21

22

23

24
25
26

27

28

29

30
31

木

金
土
日
月

火

水

木

金
土
日

月

火

水

木
金

年末年始のごみ収集について
12 月 31 日（金）～１月３日（月）まで収集
を休みます。
１月４日（火）から通常の収集を行います。
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広報 はしかみ

ふるさとはしかみ会が設立
ふるさと“はしかみ”をつなぐネットワーク

　11 月 20 日、東京都内のホテルで、「ふるさとはしかみ会」設立総会が行われ
ました。本会は、関東圏に住む町出身者らが情報交換などを通じて、ふるさと “ は
しかみ ” とのかかわりをつなぐネットワークで、町制施行 30 周年を記念し設立
されたものです。
　総会には約 70 人が参加。会長に内城美名生さん（田代出身）を選出し、事業
計画などを決めました。内城会長は、「多くの人が集まればいろいろな話ができる。
町の発展に寄与する活動をどう展開していくか考えていきましょう」とあいさつ。
浜谷町長は、「会を誇れるものにし、町の強力なサポーターとして活躍してほしい」
とあいさつしました。
　現在登録している会員は 52 人。今後は、引き続
き会員を募集していくとともに、年 1 回の総会・交
流会のほか、会誌の発行や、町の情報提供、広報で
の会員の活動状況などの掲載を行う予定です。 あいさつをする内城会長	

1 ～ 2. 懇談会でふるさとへの思
いを語り合った

3. 東京で活動中のアコースティ	
ックデュオ「びぃだま」の2人

4. 赤保内青年駒踊組による「駒
踊り」でふるさとの郷土芸能
を堪能

5. 階上早生の手打ちそば実演。
ふるさとの味がふるまわれた	

1 3２

引き続き
会員を募集しています！

　町出身者、ゆかりのあ
る方、階上町を故郷とお
もう方ならどなたでも
入会できます。
　関東圏域にお住まい
のご家族、知人などへお
知らせください。

【問】
　総務課企画財政グループ
　　　　　　 ☎88-2113


